
Title 北海道北部の針広混交林における鳥類群集の季節変化

Author(s) 奥田, 篤志; OKUDA, Atsushi; 林田, 光祐 他

Citation 北海道大学農学部 演習林研究報告, 50(2), 219-227

Issue Date 1993-11

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/21370

Type departmental bulletin paper

File Information 50(2)_P219-227.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北海道大学農学部演習林研究報告第50巻第2号 219-227(1993) 

北海道北部の針広混交林における

鳥類群集の季節変化

奥田篤志* 林田光祐本

Seasonal Succession of Bird Community in a Natural Mixed Forest 

in Northern Hokkaido， Japan 

by 

Atsushi OKUDA. and Mitsuhiro HA Y ASHIDA' 

要旨

219 

北海道北部に位置する北大岡龍地方演習林の針広混交林において，鳥類群集の季節変化を

主にラインセンサス法を用いて 1990年4月から 1993年3月まで調査した。この調査で22科

67種の鳥類を確認した。夏期は留鳥に夏鳥が加わり種数が多かったが，冬期に観察された種の

ほとんどは留鳥で占められ，冬鳥の種数は少なかった。また，林分構造が異なる 3つの調査区

で，鳥類群集を比較したところ，繁殖期には立木密度の低い林分ではアオジが優占し，大径木

の多い林分ではキビタキが優占した。非繁殖期には，林分構造と鳥類群集との聞に明瞭な関係

は認められなかった。

キーワード: 鳥類群集，季節変化，針広混交林，林分構造

はじめに

北海道大学演習林では， 1990年より野生生物の保護管理を目的としたプロジェクト研究を開

始した。現在，雨龍地方演習林ではその一環として，鳥類の生息調査を行っている。森林に生

息する鳥類は，選好する採餌場所や営巣場所が種によって違うことなどから，森林の構造によっ

て種構成が大きく異なることが知られている(石城・松岡， 1972;小林・藤巻， 1985; HINO， 

1985 ;由井， 1988)。そのため，伐採などによる環境の変化に伴う生物群集の動態を知る上で，

鳥類はよい指標生物となりうると考えられる。

1993年3月15日受理 Received March15， 1993 
*北海道大学農学部附属雨龍地方演習林

Uryu Experimental Forest， Faculty of Agriculture， Hokkaido University， Nayoro 096 
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北海道北部の森林性の鳥類群集に関する研究は少なく(阿部ら， 1970;石城ら， 1972)，特

に森林の構造と鳥類群集との関係を定量的に調査した研究は日野・中野 (1992)が落葉広葉樹

林での研究を報告しているにすぎない。そこで筆者らは，北海道北部の針広混交林における鳥

類群集の季節変化について調査した。さらに，同じ針広混交林の中でも，立木密度や種構成な

どが異なる林分における鳥類の種構成を比較検討したので以下に報告する。

調査地と間査方法

調査は北海道大学農学部附属雨龍地方演習林416林班の母子里観察林で行った。調査地の

ある幌加内母子里は道北の内陸部(北緯44
0

22'，東経142
0

16')に位置し，道内でも有数の多雪

寒冷地として知られている。同地方演習林母子里作業所における 1956年から 1989年の気象観

測によると，最低気温はー41.2.Cを記録し，年間降水量(平均1，540mm)の大部分は冬期に集

中するため，最大積雪深は 275cmに達する(北大演習林， 1990)。調査地は，標高295-370m 

に位置する針広混交林である。この林分では，過去に一部で択伐が行われていたが，最近は大

規模な伐採は行われていない。

鳥類調査は 1990年4月から 1993年3月までの3年間，主にラインセンサス法を用いて

行った。当林分に整備された幅約 1m，延長1，166mの歩道の左右25mの範囲 (5.83ha)を

調査区域として，一定の速度(約1.2km/h)で歩きながらその中で確認された鳥類の種類及ぴ

個体数を記録した。調査は原則として月 l固定期的に行い，調査期間中合計36回のセンサスを

行った。調査区域外で確認されたものは，参考データとして種類のみを記録した。また， 1991 

年 10月以降に行った 17回のセンサスでは，このセンサスコースを便宜的に 3つの区間 (A:

306 m ; B : 430 m ; C : 430 m)に分けてデータを記録した。そして， 1992年10月にはこれら

3つの調査区の林分構造を，ライン接続法(松井ら， 1985)を用いて調査した。この調査では，

各調査区の歩道上に樹冠のかかる胸高値径5cm以上のすべての樹木を対象として樹種と胸高

直径を記録した。なお， 1992年5月-10月までの，かすみ網による採捕調査(鳥類標識調査)

並びに大型動物記録野帳(林田・中野， 1991)からの情報を補足的に用いて鳥類リストの充実

を図った。

結果と考察

(1)鳥類群集の季節変化

調査区域を中心とする母子里観察林内で， 22科67種の鳥類が記録された(表-1)。観察され

た鳥類の種数は，繁殖期にあたる夏期間 (5-8月)に多く，非繁殖期の冬期聞は少なかった

(図-1)。調査期間全体をとおしてみると，種数が最も多いのは夏烏 (50.0%)で，次いで，

留鳥 (39.3%)，旅烏 (7.1%)および冬鳥 (3.6%)の順であった。夏期には，留鳥に多くの種

の夏鳥が加わり種数が増加するのに対し，冬期間観察きれたほとんどの種が留鳥であり，冬鳥
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は非常に少なかった。冬期に冬烏の優占度が低

いことは，北海道の森林性鳥類群集の大きな特

徴であることがこれまで指摘されている(由井，

1988)。本調査地の鳥類群集も，繁殖する烏は多

いが越冬する鳥が少ないという，寒冷地におけ

る鳥類相の特徴(藤巻， 1970)を示していると

解釈される。

雨龍地方演習林の針広混交林における鳥類

の種数の月変化. (渡り区分の省略について

は表ー1参照)
Figure 1. The mean numbers of bird species in 

each month in the mixed forest of 
Uryu Experimental Forest. Hokkaido 
University. (See table 1 for abbrevia. 
tions of migration habit.) 
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(2)林分構造と鳥類群集との関係
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図-2 各調査区の樹木の径級分布
Figure 2. Frequency distribution of D. B. H. of trees in each stand. 

As:トドマツAbiessachalinensis ; Ah :ケヤマハンノキAlnushirsuta ; 
Qm:ミズナラ Quercusmongolica; Ud :ハルニレ Ulmusdavidi・ana;0:その他Others.
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れる。ここは3つの調査区の中で立木密度が最も低かったが，逆に樹種数は最も多かった。(表

-2)。調査区Bはハルニレとケヤマハンノキ Alnushirsutaを主体とする渓畔林であり，

密度は比較的高かったが種数は少なかった。また，調査区Cは典型的なミズナラ Quercusmon・

立木密度，胸高断面積および種数はいずれも高

立木

第50巻北海道大学農学部演習林研究報告沼2

golica var. grosseserrataートドマツ林であり，

表ー1 北海道大学雨龍地方演習林の針広j昆交林における鳥類相の月変化
Table 1. The monthly change of avifauna in the mixed forest of Uryu Experimental Forest. Hokkaido 
University 

渡り区分e
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Milvus migra間

Accipiter gentilis 
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A. nお附
Tetrast，回 bon岨SI(l

Scolotox rusticola 

白 llinagohardwickii 
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Apus μsificus 

Picus can師

Dryoco.ρus ma州・師
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D. kizuki 

Motacilla alba 

Anth附 hodgsoni

Hypsipetes amaurotis 

Trogloのtestroglodytes 
Erithacusのlane

Tarsiger cyanurus 

Turdus dau勿帥
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Cyano.ρtila cyanomelana 
M附 icatalatirostris 

Aegithalos caudat，附

Panιμf削 tris

P. montan附

P. ater 

P. major 

Sitta euro.β仰

Certhia familiaris 

Zostero.ρ's j，ゆonica
Emberiza cioides 

E. rustica 

E. stodocethala 

E. variabilis 

Fri1悠illamont拘叩illa

Carduelis sinica 

cゅin附
Acanthis flammea 

Pinicota enuc仰 tor

Ur(l[!<附 sibiria回

のrrhulatyrrhula 
Eo;ρhona te即時ata

Coccothra師 t四 coccothraustes

Pa田errutilans 

Garrul，悶 glandan'us

Corv附 corone

C. macrorhynchos 

種

O 

O O O 

減R:留鳥Resident;S 夏鳥Summervisitor ; T :旅烏Transient; W :冬烏Wintervisitor 

い値を示した。各調査区における立木の胸高直径は，調査区AおよびCでは比較的大きいもの

Bでは小さいものに偏っていた。(図ー2)。

各調査区の鳥類調査の結果を，繁殖期(5月-8月) (表-3 )と非繁殖期 (11月-2月)

(表一4)に分けて示した。繁殖期における優占種については，調査区AおよびCではキビタ

キFicedulanarcissinaであったが， BではアオジEmberizaゅodoc，ゅhalaが優占した。アオジ

は立木密度が低い森林ほど高密度で生息、することが知られている (FUJIMAKI，1986;日野・中

野， 1992) 0 本調査でも同様の傾向が認められ，本種の密度は立木密度の最も低い調査区Aにお

いてもっとも高かった。キビタキは樹洞営巣性であり，営巣可能な樹洞のある中・大径木の密

度が生息密度に直接影響すると考えられている(石城・松岡， 1972)。本種の生息密度は，小径

が多かったが，

木の多かった調査区Bでは， AおよびCと比較すると 1/3程度であり，本調査の結果は石城・

松岡 (1972)の指摘を支持する。また，これら 2種以外では，大径木が多〈立木密度も高い調
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表-2 接続法による各調査区の樹種構成および林分の特徴
Table 2. Number of each tree species(%) and characteristics of forest structure in each 
study section 

立木本数 Tree density (/100 m) 
胸高断面積 Basal area 
(m2/100 m) 
種数 N o. of species 

樹種 Species 
トドマツ Abies sachalinensis 
アカエゾマツ h・ceaglehnii 

オノエヤナギ Salix sachalinensis 
ダケカンパ Betula ermanii 
シラカンノ， B. plaの少hylla
ケヤマハンノキ Alnus hirsuta 

ミズナラ QuenαtS mongolica 
ハルニレ Ulmus davidiana 

シウリザクラ

ナナカマド

キハダ

イタヤカエデ

シナノキ

コシアプラ

ハリギリ

ヤチダモ

ノリウツギ

合計 Total

Prunus ssiori 
Sorbus commixta 
Phellodendron amurense 
Acer mono 
Tilia japonica 

Acanthゅ'anax
sciadoρhylloides 
Kalopanax pictus 
Fraxinus mandshurica 
崎drangeapaniculata 

調査区A 調査区B 調査区C
Section A Section B Section C 

23.5 

2.18 

13 

12 (29.0) 

16 ( 9.9) 

3 (14.3) 

3 ( 1.1) 

3 ( 2.2) 
10 ( 8.9) 
9 (15.9) 
1 ( 0.9) 
4 ( 0.8) 

1 ( 0.0) 
6 (12.4) 

3 ( 4.5) 

1 ( 0.0) 

72 

32.3 

1. 79 

8 

5 ( 7.1) 

4 ( 4.1) 

8 ( 4.0) 

58 (24.6) 

49 (54.0) 

5 ( 0.5) 

2 ( 0.1) 

9 ( 5.7) 

140 

37.0 

4.30 

12 

70 (41.7) 

2 ( 2.8) 

19 (34.2) 

2 ( 0.2) 

7 ( 0.7) 
8 ( 0.9) 

1 ( 0.0) 
21 ( 3.4) 
21 ( 8.4) 

1 ( 0.1) 

6 ( 7.4) 
1 ( 0.2) 

159 

査区Cではコガラ Parusmontanus，ヒ7ゲラ P.aterおよびゴジュウカラ Sittaeuropaeaなど

の樹冠層で採餌を行うカラ類が多く観察されたのに対し， "j必至木の多い調査区Bでは，低木層

をよく利用するウグイス CettiadiPhoneの生息密度が高かった。これらの種の繁殖期における

生息密度は，森林環境の変化のよい指標になりうるものと考えられる。

種数及びShannon-Weaver関数による種多様度指数(H')は，繁殖期には大径木が多〈立

木密度が最も高い調査区Cが大きく，次いでAおよびBの順であった。調査区Bは， Aと比

較して立木密度が高いにもかかわらず，種数，密度および多様度種数のいずれもが小きかった。

この理由としては，調査区Bは小径木が多いこと，および樹種数が少ないことが関係している

かも知れない。

一方，非繁殖期には鳥類の種数および多様度は，繁殖期と比較して低い値を示しており，

林分構造との明瞭な対応関係が認められなかった。いずれの調査区においても，観察個体のほ

とんどをギンザンマシコ Pinicolaenucleatorとカラ類の混群が占めた(表-4 )。いずれについ
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表-3 繁殖期における各調査区の鳥類の個体数と群集の特徴
Table 3. Mean number of each bird species Uha) and characteristics of bird community in 
each study section in breeding season 

調査区A 調査区B 調査区C
Section A Section B Section C 

種数 N o. of species 8.3:t3.8 5.3士2.9 l1.0:t:1.7 

生息、襟度(jha)Density 10. 7:t:7.2 4.8:t:3.1 8.8士2.3

多様度指数(H')Bird species diversity 1.88:t:0.48 1.40:t:0.67 2.26:t:0.13 

種 Species 

トピ Milvus migrans 0.31 
キジノ、fト Stretto.ρelia orientalis 0.44 
ツツドリ Cuculus saturatus 0.22 
アカゲラ Dendrocopos major 0.22 0.16 
コゲラ D. kizuki 0.44 0.31 
ピンズイ Anthus hodgsoni 0.16 
コノレリ Erit.加αtSのlane 0.31 
トラツグミ Turdus dauma 0.16 
アカハラ T. chrysolaus 0.44 0.31 
ヤプサメ Cettia squameic.ψs 0.22 0.16 0.16 
ウグイス C. diphone 0.62 0.16 
センダイムシクイ Phylloscopus occipitalis 0.87 0.31 0.62 
キビタキ Ficedula narcissina 1. 74 0.47 1.55 
コサメビタキ Muscicapa latirostris 0.31 0.62 
エナガ Aegit.加loscaudatus 0.16 
コガラ Parus montanus 1.09 0.16 1.09 
ヒガラ P. ater 0.65 0.78 
ゴジュウカラ Sitta euro仰ea 0.44 0.78 
キノfシリ Certhia familiaris 0.31 0.16 
アオジ Emberizaゆodocψhala 1.52 1.40 0.62 
クロジ E. variabilis 0.22 0.16 0.16 
カワラヒラ caγduelis sinica 0.44 
マヒワ c.ゆinus 1.31 0.31 0.16 
イカル Eophona personata 0.62 
ニュウナイスズメ Passer rutilans 0.44 
カケス Garrulus glandarius 0.16 

ても群れを形成して，林内を広く移動しながら採餌を行っていたため，本調査で用いたライン

センサス法では観察個体数の誤差が大きい可能性がある。今後，非繁殖期における鳥類群集と

林分構造との関係を把握してゆくためには，調査方法の再検討が必要であろう。
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表-4 非繁殖期における各調査区の鳥類の個体数と群集の特徴

Table 4. Mean number of each bird species (jha) and characteristics of bird community in 

each study section in non-br，伐dingseason 

S調ec査tio区nA A 3Z52 351Eモ
積数 N o. of species 4.0:t2.2 1. 7:t1.8 2.5:t1.9 

生息密度(jha)Density 6.8:t4.9 5.7土5.9 2.9土2.8

多様度指数(H')Bird species diversity 1. 15:t0.40 0.30士0.48 0.67:t0.58 

積 Species 

ヤマゲラ F￥αtS canus 0.11 
アカゲラ Dendrocopos major 0.11 
オオアカゲラ D. leucotos 0.08 

コゲラ D. kizuki 0.54 0.23 0.08 

ヒヨドリ Hyps併tesamaurotis 0.23 
ツグミ Turdus naumanni 0.11 

キクイタダキ Regulus regulus 0.65 0.08 

コガラ Parus montanus 2.18 0.54 

ヒガラ P. ater 0.98 1.55 
シジュウカラ P. m呪rjor 0.11 0.16 
ゴジュウカラ Sitta euro抑ea 0.54 0.16 0.5408 
キr{シリ Certhia familiaris 0.07 0.08 
ギンザンマシコ Pinicola enucleator 0.44 3.64 
ウソ 乃，rrhulapyrrhula 1.16 
カケス G辺門"Uiω gland包rius 0.44 
ハシポソガラス Corous corone 0.44 
ハシプトガラス C. macrorhynchos 0.22 
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Summary 

Seasonal succession of a bird community was investigated by a line-census method from April 

1990 to March 1993 in a natural mixed forest at Moshiri， northern Hokkaido. During the study 

period， 67 bird species were recorded in the study area. The number of bird species in the breeding 

season was twice as many as that in the non-breeding season. In comparison with 3 stands of 

different forest structure in the study area， the natural stand had the largest number of bird 

species and highest diversity of bird community. 


